
第３号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 

第 １ 次 提 案 書 

 

注１）３号様式はページを増やさず、必ず２ページ以内でまとめてください。 

注２）３号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

注３）添付資料は位置図、現況写真、活用イメージ図、その他資料、各Ａ４版１ページ、

余白15mm以上としてください。 

提案グループ名 

（25字以内） 

鶴ヶ峰地域caféチーム 

現在の主な活動

内容・活動実績 

出産と子育て支援活動のNPO法人Umiのいえを運営して１８年、コロ

ナ禍で活動を自粛して、活動場所である西区平沼橋の物件を解約

し、今現在は、メンバーの自宅や、クリニックや公共施設を借りて

運営中。母親たちと子ども達のための講座やワークショップを展開

してきた。 

提案場所 
     旭区鶴ヶ峰二丁目 

提案名 

（25字以内） 

子供と親を中心とした多世代が集える食堂＆居場所 

提 案 す る 施 設
（どのような施設

の提案ですか） 

メンバーの自宅は、今現在も、一部を開放して集いの場としてお貸

ししたり、子ども食堂などを開催してきたが、より安全に快適に

広々と使いやすくし、孤立している子育て世帯（外国人も含む）

や、小中高校生が気軽に立ち寄り交流できる場としたい。（近隣に

も空き家があるので、空き家活用も視野にいれている。）  

・１階奥の和室を集いの場に改装 

・道路からの玄関へのアプローチのバリアフリー化 

・１階リビングの改築 

整備費用の概算額：約 500 万円 

活 用 イ メ ー ジ
（提案する施設で

どのようなことを

行いますか） 

地域住民がお互いを助け合うきっかけ作りができる居場所 

災害時に集まり、衣食住を提供できる避難所機能を持つ場所 

 

お寺のように、花や草木や金魚を愛でたり、お茶を飲んで談笑した

り、困窮者に健康的な食事を提供したり、悩みを打ち明けたり、聞

いてもらったり、体調が悪い人が休んでいけるような所。 

ちょっと立ち寄って一息つける所。 

具体的には「地域の保健室」「授乳室」「対面カウンセリング」など

を想定。 

提案の背景（な

ぜ 提 案 を する の

か、地域のニーズ

や課題、生かした

い地域の魅力等に

触れて説明してく

ださい） 

高齢化社会と言われ久しいが、旭区は横浜市で高齢者率が最も高

く、鶴ヶ峰は旭区内でも高齢者率が高い地域です。 

近隣の住民も高齢者ばかりで、独居高齢者も多く、一日中ほとんど

の時間を一人で過ごしていらっしゃいます。何かあった時気づく人

はいるんだろうかと心配です。 

高齢者の方が亡くなると空き家が増えます。整備場所の周りだけで

も３軒空き家があります。さらに２軒空き家があったのですが、先



日それぞれ解体された後、小さな三階建て新築がすぐ数軒建ち、若

い子育て世代が入居しました。 

鶴ヶ峰二丁目は駅へ徒歩圏のため、高齢者が亡くなると小さな新築

が２、３軒建ち、そこへ若い世代がどんどん入居しています。相鉄

線の相互乗り入れ後、鶴ヶ峰２丁目は高齢者と若い子育て世代の二

極化が進んでいますが、それぞれ町内会に入らない家庭が増えてい

ます。 

高齢者は孤立し、引っ越してきた子育て世代も地域になじむ機会が

なく孤立しがち。隣の家庭はどんな人達かよくわからない、助け合

いが難しい状況となっています。 

目指す地域の将

来像（提案を実現

することで、どの

ような地域にした

いと考えますか） 

地域の住民が暮らし、子育て、仕事、災害時、ライフイベント等で

助け合える地域。 

普段からコミュニケーションが活発で、人生の豊かさを感じられる

地域。 

 

整 備 時 の 協 働
（つくるときに連

携する仲間や活用

する地域資源注４）

に触れて説明して

ください） 

近隣地域に、不登校の集い場や日替わりカフェなど友好団体がいく

つかあり、そのスタッフと協力して、築山や玄関アプローチの草取

り・石取り、内装作業などの整備作業が可能。 

地域に元大工さんがいる。整備時は地元の工務店へ依頼する。 

運 営 時 の 協 働
（運営するときに

連携する仲間や活

用する地域資源注

４）に触れて説明し

てください） 

親水公園が近くにあり、散歩や運動、外遊びなどにも活用できる。 

町内会と連携ができる。 

上記の近隣友好団体と、企画運営・広報など協働して行うことがで

きる。 

児童養護施設と連携できる。 

福祉障碍者施設と連携できる。 

保育園が近く、園児が散歩に通るので交流できる。 

その他提案につ

いて特にＰＲし

たい点を記入し

てください。 

 

 

 

 

注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

土地・建物所有者 メンバー自身が所有 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 記載内容について、次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 

✓ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

✓ 記載内容に個人情報は含まれていません。 

 



●まち普請申請（鶴ヶ峰地域 caféチーム）：位置図 

 

出展：Google Map 



現況写真 

 



●活用イメージ（鶴ヶ峰地域 café チーム） 

 

 

【一階リビング南側】 

壁を壊して、築山側にサンルームのような小部屋を建て増す。プライ

バシーを守って滞在できる小部屋にて「地域の保健室」「授乳室」「対

面カウンセリング」などに活用を想定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一階奥の和室】 

20 人ほどが集える、活動の中心フロア。茶道用の炉もある。ロール

スクリーンやプロジェクタも設置し、地域のお茶会、各種講座、子育て

の集い、手芸の会、着付け教室、映画上映会などもできる集いの場と

しての活用を想定している。築山側の窓の外の縁側も整備したい。

築山の緑を存分に眺めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【道路から入口までのアプローチ】 

現状、凸凹やひび割れなどが多い。車いすやベビーカーなどがスム

ーズに出入りできるよう、舗装の修繕を行う。 
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